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Fostering goal Procedure of research
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Understanding cognitive function in older adults
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for Human Cognitive Processing
Coginitve Informatics Lab.
Department of Intelligence Science 
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認知情報学分野脳認知科学講座

志望区分 : 知 -3

研究目標

研究テーマ

教授：西田眞也　　准教授：水原啓暁　　助教：三好清文

われわれ人間は、眼などの感覚器でとらえた信号から外部世界を知覚し、理解し、意思決定し、
周りの人々とのコミュニケーションをおこなっています。本研究室では、このような人間の認知
情報処理能力を支える脳の情報処理の仕組みを、心理行動実験、脳機能活動計測、計算機シミュレー
ションなどの手法を用いて研究します。AI（人工神経回路）の認識メカニズムの比較検討を行う
ことで人間の情報処理の理解を進めます。さらに、認知脳科学的な知見に基づいた情報コミュニ
ケーション技術（ICT）の開発を行います。

（Ａ）人間の感覚情報処理に関する研究
人間の視覚系は、物体の動きや形といった基本的な感覚属性から、時間や空間、さらには質感や
生態学的価値、話し相手の意図や感情状態にいたるまで、環境に存在するありとあらゆる「もの」
や「こと」を推定し、リアルな世界の認識を達成しています。本研究室では、この感覚情報処理
の計算理論およびその神経計算の情報表現・アルゴリズムの理解を目指した研究を行います。様々
な刺激に対する人間の知覚・行動から脳情報処理を推定する心理物理学に、機械認識やコンピュー
タグラフィックスといったメディア情報学を融合したアプローチを採用します。触覚や聴覚、多
感覚情報の統合メカニズムや、自己認知に対する認知（メタ認知）も研究対象に含みます。人間
に匹敵する能力を備え、かつ人間の脳神経回路との相同性が注目されている AI（人工神経回路）
との比較を通して、人間の認知情報処理のより深い理解を目指します。

（Ｂ）人間の知覚特性を利用したメディア技術の開発
革新的なメディア技術を生み出すひとつのカギは、人間の認知メカニズムをうまくだますことに
あります。例えば、ディスプレイ技術や拡張現実技術において、感覚系の特性を利用することによっ
て、感覚入力の完全な物理再現をする方法に比べて効率が大幅に向上したり、原理的に不可能に
思えたことが可能になったりします。本研究室では、このような知覚ベースのメディア技術を開
発し、認知脳科学の成果を情報工学に積極的に活かします。

（Ｃ）言語・非言語コミュニケーションの脳メカニズム研究
コミュニケーションの脳メカニズムを解明するために、脳波や機能的MRI などの脳機能計測手法
を用いた実験を進めています。特に、コミュニケーションを実現するための脳状態が脳波などの
早い活動によりダイナミックに変化していることに着目して、脳機能計測実験をおこなっていま
す。また複数の脳計測技術を組み合わせることで、人間の脳活動を詳しく解析するための新たな
技術開発も行っています。

人間の視覚特性を利用した
2D/3D コンパチブルな映像
表示技術。裸眼では鮮明な
2D映像が見え、ステレオ眼
鏡をかけると 3D映像が体
験できる。
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教員について

問い合わせ

総合研究 12号館  3 階 311 号室

電話 : 075-753-3146
e-mail: shinyanishida@i.kyoto-u.ac.jp

西田眞也教授

for Human Cognitive Processing
Coginitve Informatics Lab.
Department of Intelligence Science 
and Technology
Graduate School of Informatics
Kyoto University

rrrlrlrlrlllllrrllddddddddddddddExternal
world

Body
&

Brain

認知情報学分野脳認知科学講座

志望区分 : 知 -3

当分野に少しでも興味を持ちましたら、まずは気軽に相談してください。大学院での貴重な
時間を有意義に過ごすために、少しでも詳しく当分野について知った上で志望してほしいと
考えています。

脳波と機能的MRI の同時計測

西田眞也教授は、民間企業の基礎研究所で人間の感覚情報処理に関する研究をしたのち、2019 年
4月に情報学研究科に着任しました。専門は人間の視覚で、運動・形・色の知覚、時間の知覚、触
覚、多感覚統合、といった様々な感覚情報処理に関する研究を行ってきました。質感認識研究のパ
イオニアの一人であり、大型研究プロジェクト学術変革領域研究（Ａ）「深奥質感」の領域代表も
務めています。心理物理や神経科学といったサイエンスに、コンピュータビジョン、コンピュータ
グラフィックス、ディスプレイテクノロジー、バーチャルリアリティなどの情報工学を融合する学
際的研究を目指しています。、最近はとくに、AI（人工神経回路）を通した人間の情報処理の理解
に関心を持っています。

水原啓暁准教授は、 理化学研究所脳科学総合研
究センターの研究員、岡山大学講師、京都大学
講師を経て現職。専門は脳機能計測で、脳波と
機能的MRI を同時に計測する技術については世
界的に高い評価を得ています。コミュニケーショ
ンに関係する脳機能として、音声理解や自他分
離を実現する脳の仕組みの解明を目指して、特
に脳波などを対象として脳のダイナミクスを研
究しています。

三好清文助教は、人間の意思決定と主観的意識
に関する心理学的研究のエキスパートで、最先
端の手法を取り入れた解析を展開しています。

視覚的質感知覚：光沢感、濡れ感、液体粘性
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「どちらにしようかな…」「あの人はどう思うかな…」
すべては脳の計算である

fMRI

Keywords

2. 社会知性の脳計算を明らかにする

Keywords

3. 数理で次世代の脳科学と脳型知能に貢献

4. 将来に向けて

(

Learning to simulate others’ decisions

S. Suzuki et al, Neuron (2012) 

Control task

Other task

(

MRI

Keywords

1. 理論と実験から意思決定の脳メカニズムに迫る

itn-info(at)ml.riken.jp 

http://www.itn.brain.riken.jp
/japanese/recruit.html
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たとえば、こんなことに興味を持っています

fMRI

1. 理論と実験から意思決定の脳メカニズムに迫る

2. 社会知性の脳計算を明らかにする

3. 数理で次世代の脳科学と脳型知能に貢献

fMRI
fMRI

3-1.データ解析技術：脳情報と脳解読

3-2.学習や計算の脳数理：脳型知能への発展
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A. fMRI

fMRI (MRI) fMRI
(fMRI)

fMRI

HP
A http://www.itn.brain.riken.jp/japanese/recruit.html

B http://www.itn.brain.riken.jp/japanese/publications_jp_reading.html

C http://www.itn.brain.riken.jp/japanese/recruit_faq.html

itninfo(at)brain.riken.jp
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ICIE (Immersive Collaborative Interaction Environment)
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(Tel: 075-753-5867, E-mail nakazawa.atsushi@i.kyoto-u.ac.jp) 
http://www.ii.ist.i.kyoto-u.ac.jp/nakazawa-lab/
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Description 
People possess social intelligence to live in a society to cooperate with each other or coordinate their 

behaviors through conversational interactions. Our research theme is conversational informatics for social 
intelligence design. We address measurement and analysis of interactions, interaction sensing, building 
interactive systems, and cognitive design. We aim at designing, building, applying and evaluating intelligent 
systems that can understand interaction among people and amplify social intelligence. 
 
Research Topics 

Our research topics range from analysis to synthesis: 
 

1. Measurement and analysis of interactions. We are developing a new method of investigating interactions 
among people, artifacts and the environment, by analyzing data obtained from physiological and 
audio-visual measurements with assistance of data mining techniques. 

2. Fundamental measurement techniques for analysis of interactions. For the purpose of understanding 
interactions, we develop fundamental measurement techniques including computer vision (image 
tracking), eye gaze tracking and its analysis techniques.  

3. Building interactive systems. We study the principled methods of designing, building and evaluating 
interactive systems, such as embodied conversational agents, conversational robots, or ambient 
intelligence, which can cohabit in the human society and provide advanced services. 

4. Cognitive design. We investigate natural (or intuitive) and fluent (or low-load and efficient) social 
interactions between humans and artifacts, by uncovering features of human cognition and designing 
representation, function, control, and induced interaction of artifacts. 

 
We use a rich inventory of research equipment, such as ICIE (Immersive Collaborative Interaction 

Environment), an interactive dome, a wearable corneal imaging camera, physiological sensors, and mobile 
robot platforms, to conduct the above mentioned research. 

 
Contact 

Atsushi Nakazawa, Room No. 212, General Research Building #7, Kyoto University 
     (Telephone: 075-753-5867, e-mail nakazawa.atsushi@i.kyoto-u.ac.jp) 

   http://www.ii.ist.i.kyoto-u.ac.jp/nakazawa-lab/ 
 
 

Conversational Informatics Group, Cognitive System Division 
Professor: Toyoaki Nishida;  

Associate Professor: Atsushi Nakazawa 

Application Code: IST-7 



we propose a novel translation method
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　講演・講義や会議のような実世界の話し言葉音声を自
動認識し、情報・構造を抽出し、さらに講演録・会議録や
字幕・要約などを生成する方法について研究しています。

1. 話し言葉の音声認識

　複数の話者が存在したり、音声以外に様々な音が存在
している環境の認識・理解を、マルチモーダルなセンシ
ングと統計的な音響信号処理に基づいて行っています。

2. 音環境理解

人間の知の創造・伝達の多くは、音声によるコミュニケーションによって行われています。本分野では、人間どうし
がやりとりを行う音声メディアを分析し、自動認識・理解した上で、インタラクションを行えるシステムの実現をめざ
します。具体的には、会議や講演のような自然な話し言葉音声をテキスト化するシステム、複数の話者や音源など
からなる音環境や音楽を解析するシステム、非言語情報も統合しながら自然な対話が行える人間型ロボットなど
の研究に取り組みます。

　音楽音響信号に対して音源分離や自動採譜を行う方
法を研究しています。これに基づいて、歌声と伴奏音を分
離して加工・編集を行うシステムを開発しています。

3. 音楽情報処理

　人間のように振る舞い、インタラクションを行えるロ
ボット（アンドロイド）の実現をめざして、言語情報と非言
語情報を統合した音声対話のモデル・システムを研究し
ています。

4. ロボットとの音声対話・インタラクション

このような研究を行うに際しては、パターン認識、機械学習、統計的モデリング、デジタル信号処理、情報理論、人
工知能、ヒューマンインタフェースに関する知識と音声情報処理に対する基礎的素養が望まれます。研究室Webサ
イト上の「研究プロジェクト」のページにPDFファイルをおいてある文献も参考にしてください。

既存楽曲

歌声

伴奏

音高高



京都大学大学院情報学研究科知能情報学専攻

コンピュータビジョン分野
教授　西野恒　　准教授　延原章平
http://vision.ist.i.kyoto-u.ac.jp

本研究室では，コンピュータビジョン，すなわちコンピュータに視覚知能を与えるための理論的基盤とそ
の実装，ならびに，そこから得られる知見の人間の視覚知能の解明への応用に関する研究をおこなってい
ます．主に機械学習や光学を道具とし，単純に画像や映像を効率的に消費するための手段にとどまらない，
ただ見るだけではなく，知覚として「視る」ためのコンピュータビジョンの実現を目指しています．

人はその見た目や行動に，性別や身長などの外見的属性にとどまらない，
その人の内面や考えを映す豊かな情報を含んでいます．例えば，我々は
人の気分や意図を瞬時にその人の動きや表情から読み取ることができま
す．本研究室では，人を見ることによりその人の見ているものを判断し
たり，人混みでの動きを予測する研究をおこなってきました．人が何を
見て，何を意図し，どのように体を使って動き，集団としてどのように
影響を及ぼし合うか，視覚から理解するための研究を進めています．

身の回りの状況や物を見ることにより，我々は多くの情
報を得ています．単純に，目の前に道路があり車が停まっ
ている，といった物体認識にとどまらず，道路が雨上が
りでぬかるんでいる，車のボディは硬いけどバンパーは
より柔らかいなど，歩いたり触ったり，それらの物と実
際にインタラクトするために不可欠な情報を視覚からも
判断しています．本研究室では，物体の見えからの光源

状況，反射特性，物体形状，ならびに素材の推定に関する研究を中心に，物体の見えや風景からのより豊
かな物理的及びセマンティックな情報抽出のための研究をおこなっています．

人間は二つの目を用いて，可視光範囲内でこの世界を見ていますが，コ
ンピュータはこのような撮像系に限られる必要はありません．本研究室
では，より豊かな視覚情報を得るための，情報処理が一体化された新た
な撮像システム（コンピュテーショナルフォトグラフィ）の開発をおこ
なっています．最近の研究では，近赤外光と光の散乱に着目し，泳いで
いる魚などの水中の物体の実時間３次元撮像や，半透明物体の内部にお
ける光の逐次伝搬の撮像などを実現しました．

人を視る

より良く見る

物を視る
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テキストメディア分野 [知-13]

(学術情報メディアセンター 大規模テキストアーカイブ研究分野)

教授 森 信介 forest@i.kyoto-u.ac.jp

助教 亀甲 博貴 kameko@i.kyoto-u.ac.jp

http://www.lsta.media.kyoto-u.ac.jp/

古来、人類の知は文書に記録されてきました。本分野では、これを理解し新たな知を記述できるコンピュー
ターの創造を目指しています。そのための基盤として、自然言語の理解とそのために必要となる基礎的な自
然言語処理の研究を行っています。加えて、データ分析や未来予測などのコンピューターの思考、あるいは
映像や音声などの他のメディアを言葉で説明する自然言語生成について研究を行っています。

自然言語理解は人工知能の究極の目標の 1つで
す。レシピを代表とする手順書をターゲットと
して自然言語理解に取り組んでいます。また、
(調理)映像などからの手順書 (レシピ)の自動生
成にも取り組んでいます。

ウェブテキスト、テレビ放送、言語処理ツールの
利用ログなどから言語知識を獲得し、言語処理
に活用することに取り組んでいます。ツイッター
などの言語解析では最高水準のツールを持って
います。

ゲームを題材にコンピューターに自身の思考を
言葉で説明させる方法の研究をしています。機
械学習がよりブラックボックス化する中で、ホッ
トな研究テーマです。証券市場の予測とその解
説にも対象を広げています。

形態素解析 (単語分割・品詞推定)や係り受け解
析などの基礎的な言語処理について研究し、論
文発表に留まらずツールの公開も行っています。
他の研究テーマで共通に用いられる重要な研究
課題です。



CD-ROM1

: 2007.
: https://www.bic.kyoto-u.ac.jp/takutsu/index_J.html



IST-14: Biological Information Networks Group
Professor Tatsuya Akutsu Associate Professor Takeyuki Tamura

Assistant Professor Tomoya Mori
Laboratory of Mathematical Bioinformatics, 

Bioinformatics Center, Institute for Chemical Research, Kyoto University

Examples of Research topics
Analysis of gene regulatory networks and protein-protein interaction networks
Analysis of genomic scale metabolic networks
Applications/developments of machine learning methods for bioinformatics
Discrete models of neural networks
Discrete algorithms for analyzing biological and chemical data

Subject=Biology/Chemistry, Method=Mathematical/Information Science
We study theory and applications of bioinformatics
Our laboratory is a part of Bioinformatics Center, Kyoto University, which is a major

research center on bioinformatics in Japan

Lab HP: https://www.bic.kyoto-u.ac.jp/takutsu/index.html

Analysis/design of chemical structures 
by using neural networks

Extraction of knowledge from trained 
neural networks

Developed web server for prediction 
of subcellular localization of proteins

Design of genome-scale metabolic networks
as cell factories

Study on Bioinformatics
Our ultimate goal is to elucidate the mathematical and information science principles 

of how information that can reconstruct humans is stored in DNA sequences. 


